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造
し 、
ゲ
l

ジ
メ
l

丈
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パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
大
手
企

業
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る 。
一
方 、
定
年
後
の
継続

麗
用
制
度
と
若
手
社
員
の
国

家
資
格
取
得
奨
励
制
度
に
よ

る 、
人
材
育
成
と
技
術
力
の

維
持
向
上
伐
の
取
組
や 、
従

業
員
の
健
康
維
持・
増
進
を

図
る
健
康
経
営
の
積
極的
な

導
入
の
ほ
か 、
地
域
差
葺

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
企
業一
部
⑦
1

件 、
特
別
賞
3

件一
た 、
中
小
企
業
で
は
圏
内
初一
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

な
ど
を
表
彰
し 、
そ
の
取
り一
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た 。

一
と
な
る
米
国
ボ
ー

イ
シ
グ
社一
組
ん
で
い
る 。

組
み
を
広
く
紹
介
す
る
と
と一

最
優
秀
賞
の
加
治
金
属
工一
や
フ
ラ
ン
ス
S
A
F
R
A
N一

特
別
貰
の
テ
Y
カ
ク
リ
エ

で 、
県
内
の
中
小
企
業
の
チ」
業
は 、
航
空
機・
同
附
属
品一
グ
ル
ー

プ
と
の
直
接
契
約
な一
l
ト
は 、
炭
素
繊
維
強
化
プ

ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の
喚
起
を
図一
な
ど
の
製
造
を
行
う 。
表
面一
ど 、
海
外
か
ら
の
受
注札
も
てフ
ス
チ
ッ

ク
（
C
F
R
P）

る
と
と
を
目的
に
実
施 。
加一
処
理
加
工
技
術を
基
盤
と
し一
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い一
な
ど
の
複
合
材
料
を
中
心
と

年
度
か
ら
始
ま
り 、
今
年
で一
て 、
切
削
加
工
か
ら
ア
ッ

セ一
る 。

ー

一
し
た
航
空
機
部
品
の
製
造・・

8
回
目
と
な
る 。
今
年
度一
ン
ブ
川手品
で 、
独
自
の一
貫一

優
秀
賞
（
も
の
づ
く
り
部一
製
品
加
工
を
数
多
く
手
が

は 、
四
件
の
応
募
の
中
か一
生
産
シ
ス
テ
ム
や
世
界
標準一
門）
の
大
古
精
機
は）
精
密一
け 、
軽
さ
と
強
度
を
求
め
る

ヂ
関
銃
読む
q
Z
M
清
鵠
臨
む
四時
竺
問攻
守恥的問
問
ド一
四作
品目切
れ
軟帆一
節
ハ
I
ド
と
ソ
フ
ト
面
で
進
化

一

一

一

一
束

最
優
秀
賞
2
件 、
優
秀
賞一
る
部
品
加
工
を
行
い 、
取
引一
門
メ
ー

カ
ー

で 、
品
質
第

二
の
導
入
で 、
精
度
や
生
産
性一

大

新
住
宅
ブ
ラ
ン
ド

を
立
上
げ

（
も
の
づ
く
り
部
門）
1

件 、→
先
で
あ
る
大
手
企
業
か
ら
高一
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ 。
一
の
向
土
場
実
現
し 、
安
定
的→

優
秀
賞
（
商
業・
サ
ー

ビ
ス一
い
評
価
を
得
て
い
る 。
ま一
超
精
密
加
工
に
よ
る
精
度
の一
な
製
品
の
供
給
を
実
現
し
て一

大
東
建
託（

東京都
港
区 、

－

1
1
1

一
熊
切
直
美
代
表
取
締
役
社
長

？
2
1
7

K
鵠

7ヘ

もい

一
執
行
役
員）
は
こ
の
ほ
ど 、

役

一
喰・一
賃
貸
住
宅
が
総
称
し
た
ブ
ラ

締

一
締
←

取

一
同
一
ン
ド「
D
K
S
E
L
E
C
T

順

一
明
一

（
デ
ィ
l

ケ
l

セ
レ
ク
ト）」

制

問
一

を
立
ち
上
げ
た 。
多
様
化
す

制
一

る
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
対
し

問

東
一
てべ
賃
貸
住
宅
を
耐
震
性 、

げ
一
耐
火
性
な
ど
の
ハ
！
ド
面
と

は

セ
一
緊
急
ド一フ
ブ
ル
対
応 、
更
新

約

ト
一
制 、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
な
ど

ッ

一
の
ソ
フ
ト

面
の
両
面
で
進
化

－ア

一－
さ
せ
る 。
と
れ
ま
で
同
社
が

と
ち
ぎ
産
業
活
力
大
賞
で
最
優
秀
賞

平成28年・
加
治
金
属
工
業
（
宇
都
宮

市 、
加
治
康
正
代
表
取
締

役）
が 、
県
主
催
の
「
平
成

計
年
度
と
ち
ぎ
産
業
活
力
大

賞」
の
最
優
秀
農
を
受
賞
し 、

こ
の
ほ
ど
県
公
館
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で 、
福
田
富一
知

事
か
ら
表
彰
状が
授
与
さ
れ

た 。
ζ
の
ほ
か 、
優
秀
賞
に

大
古
精
機
（
さ
く
ら
市 、
大

古
秀
子
代
表
取
締
役
社
長） 、

特
別
賞
に
テ
ツ
カ
ク
リ
エ
l

ト
（
上
三
川
町 、
鉢
村
高
史

代
表
取
締
役
社
長） 、
ト
！

セ
ン
（
矢
板
間 、
東
泉
精
寿

代
表
取
締
役）
な
ど
6

社
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た 。

受
賞
者
の一
人
は 、
「
中

小
企
業
が
元
気
に
な
ら
な
け

れ
ば 、
本
当
の
意
味
で
の
地

方
創
生
と
景
気
回
復
に
繋が

らな
い 。
A

議
も
県
の
産
業

を
け
ん
引
す
る
気
持
ち
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る」
と
話
し
て

い
た 。

。
と
ち
ぎ
産
業
活
力
大
賞

は 、
県
の
産
業
の
振
興
や
地

域
経
済 、
地
域
社
会
の
活
性

加治金属工業の加治康正代表取締役

大古精機の大古秀子代表取締役社長
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複
合
材

料試験
片
加
ヱ
業
者

と
し
て 、
県
内
外
で
の
認
知

度
を
高
め
る
と
と
も
に 、
各

種
研
究
開
発
機
関
と
の
共
同

研
究
な
ど
で 、
新
た
な
技
術

を
開
発
し 、
県
の
複
合
材
加

工
技
術
の
競
争
力
を
高
め 、

航
空
宇
宙
や
自
動
車産
業
分

野
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る 。同
じ
く
特
別
賞
の
ト
l

セ

ジ
は 、
母
船
式
木
流
シ
ス
テ

ム
と
い
う
独
自
の
シ
ス
テ
ム

の
確
立
で 、」
国
産
材
製
品
の

一
元
管
理
を
行
い 、
品
質
の

安
定
化
と
供
給
拡
大
を
図

る 。
廃
校
跡
地
を
利
用
し 、

製
材
工
場
の
建
設
と
関
窪田

発
電
施
設
を
建
設
し 、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
に
も
取
的

組
み 、
森
林
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
と
と
も
に 、
地
揖

雇
用
の
促
進
や
地
域
経
済的

活
性
化
に
も
積
極
的
に
取引

組
ん
で
い
る 。

福
田
知
事
は 、
「
優
れ骨

技
術
と

取的組
み
で 、
県m

産
業
の
振
興
と
地
域
経
済品

地
域
社
会
の
活
性
化
に
多＋

な
貢
献
を
さ
れ
た］
と
各叫

の
業
績
を
称
え
た 。
ま
た 、

「
受
賞
者
の

取的組
み
が＋

小
企
業
の
49考
と
な
り 、
一

技
術
の
開
発
な
ど 、
大
き
L

契
機
に
繋
が
れ
ば
い
い
と占

え
て
い
る 。
県
は 、
『
と・

個
別
に
展
開
し
て
き
た
商

．
サ
ー

ビ
ス
に
新
た
な
冊

を
加
え 、
一
つ
の
プ
ラ
ン

の
も
と
で
提
供
す
る 。

聞
社
は
こ
れ
ま
で 、
一

し
て
賃
貸
建
物
経
営
を由

に
事
業
を
展
開
し 、
賃貸

界
の
中
で
ζ
れ
ま
で
に弁

住
ま
い・
サ
ト

ピ
ス
を娼

し
て
き
た 。
し
か
じ
現立

顧
客
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イー

多
様
化
し 、
住
ま
い
や宙

し
に
求
め
られ
る
役
割恥

値
観
も
変
化
し
て
きず
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